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まえがき 

本学では，内閣府の認定に基づいたつくば市

の地域再生計画の一環として，バーチャルスタ

ディマップのシステム開発に取り組んでいる．

これまでに名所旧跡の CG 化，画像の DB 化およ

び地域情報の多言語による紹介文の作成など各

種開発を行った 1)． 

本報告は各種メディアの有効活用を目的とし

た表示技術に関する内容である．具体的には位

置情報や数値で表された地域情報の可視化を実

現した．そのために地図上に各種メディアを重

畳させる表示技術を検討した．さらにその評価

用として各種メディアを地図上へマッピングす

る検証システムを試作した．  

1.開発内容 

 地図とメディアの重畳においては 2 つの異な

る方法が必要であると判断した 2)．位置情報を地

図上で表示する用途，ならびにシステムで扱う

数値的な情報を地図と重畳する用途に対応しな

ければならないからである． 

これらの問題に対し，地図形状の美観を損な

わないで精密な形状で圧縮表現する，また地図

形状を任意の座標構造で表現する技術を開発し

た． 

2.地図形状の表現 

2.1 精密な形状に対する高圧縮化 

対象とする地図を細線化した後，その形状か

ら交点や変曲点を特徴点として抽出した．それ

を基に，特徴点間をベクトルで表現することと

した．特に特徴点がベクトルを表現するのにふ

さわしいか否かを判定するためのパラメータを

算出した．実際には，特徴点間を緩慢な曲線の

集合，急峻な曲線の集合，直線と曲線の混在し

た線分の 3 種類に区分して，パラメータの最適

化を行なった． 

  

 

 

 

これによる表現結果を図 1 に示す．図 1(a)が

原画像，図 1(b)が処理結果である． 原画像に対

して，35 個の特徴点が抽出され極めて少量のベ

クトルで精密な形状で表現できた．  

2.2 任意の座標構造への変換 

 数値情報は地域に合わせて様々な表示が必要

となるので，地図を任意の座標系に変換しなけ

ればならない．そこで，地図を細線化し，その

上に必要な座標系を重畳させることで，座標系

の交点に形状を表現した．具体的には交点を中

心とした矩形領域と交点で囲まれた領域を，そ

れぞれ黒点の数でコード化することでベクトル

を抽出した．これにより細かい座標系ほど密な

形状，粗い座標系ほど粗な形状に変換できた． 

 実験例を図 2 に示す．図 2(a)は，図 1(a)の原

画像に対して 64×64 分割の密な座標系，図 2(b)

は 32×32 分割の粗い座標系で変換した結果であ

る．いずれも良好な形状の表現ができた． 

 
    （a）原画像     （b）圧縮画像 

      

 

 
  （a）64×64 分割   （b）32×32 分割 
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3.地図とメディアの重畳 

3.1 地図領域の抽出 

 用途に応じて表現したベクトル図形に対して，

閉領域の構造ごとに区分した．実際には，図形

全体にラベリング処理を施すことで，領域ごと

に自動区分した．  

3.2 位置情報の扱い 

 精密な形状で表現したベクトル図形に対して，

空間上の座標値と実際に存在する場所とを対応

付けることでマッピングした． 

3.3 数値情報の扱い 

数値情報の利用目的に合わせて地図を座標変換

し，領域を抽出した後，領域ごとに対応した数

値データをマッピングした．  

4.評価実験 

4.1 システム 

茨城県の白地図を対象とした評価実験システム

を作成した．地図は精密な形状と 128×128 分割

した座標変換による形状を用いた．地図と重畳

させるメディアとして，名所旧跡の場所，その

CG 画像，そこに至る経路ビデオ，その場所の紹

介文章，さらに地域ごとの人口と外国人数を対

象とし，評価用の DB システムを構築した 3)．こ

れにより検索したデータを地図と関連付けて表

示できるようにした． 

4.2 地図と位置情報の重畳実験 

DB で名所旧跡を検索し，精密な地図上にその

場所を表示した結果を図 3 に示す．このシステ

ムではその位置に合わせて，DB 内の CG モデル，

経路ビデオ，翻訳文章も表示できる．  

4.3 数値データによる実験 

DB から市町村名を検索し，それに対応した人

口マップを地図上に表示した結果を図 4 に示す．

地図は座標変換による形状を利用した．重畳に

はつくば市の検索から人口部分を摘出し，それ

を地域にマッピングした． 

5.まとめ 

バーチャルスタディマップに必要なメディア

と地図を重畳させる表示技術を開発した．特に

精密な形状で高圧縮，また地域に対応した任意

の座標系に変換できる形状表現技術を実現した．

また，数値、位置、CG、ビデオ、翻訳等の各種

メディアが扱える DB 評価システムを作成して，

重畳表示の有効性を確認した． 

 
  （a）地図と位置情報の可視化 

 
   （b）CG モデル    （c）経路動画 

 
（d）英訳詳細      （e）中訳詳細 

図 3 地図と位置情報による表示 

 

 
    図 4 地図と数値情報による表示 
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